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▲稲枝北小学校で行われる「稲村かるたオリエンテーリング」（今年 5 月 21 日撮影）



２広報ひこね　平成20年６月１日

特集

３ 広報ひこね　平成20年６月１日

井伊直弼に迫る

　

今
年
は
、
井い

伊い

直な
お

弼す
け

が
大
老

に
就
任
し
、
日に

ち

米べ
い

修
し
ゅ
う

好こ
う

通つ
う

商
し
ょ
う

条じ
ょ
う

約や
く

が
締
結
さ
れ
て
、
１
５
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
６
月
４
日
か

ら
平
成
22
年
３
月
ま
で
の
約
２

年
に
わ
た
っ
て
、「
井
伊
直
弼
と

開
国
１
５
０
年
祭
」
を
開
催
し

ま
す
。
１
５
０
年
祭
で
は
、
日

本
を
開
国
に
導
い
た
井
伊
直
弼

を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
開
国

の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
日
米

修
好
通
商
条
約
締
結
に
焦
点
を

当
て
ま
す
。

　

今
回
は
、
日
米
修
好
通
商
条

約
締
結
に
関
わ
っ
た
井
伊
直
弼

に
つ
い
て
、
特
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
城
博

物
館
☎
22-

６
１
０
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
５
２
０
番

▲
金
亀
児
童
公
園
に
あ
る
井
伊
直
弼
の
銅
像

（
左
上
）。
直
弼
の
茶
の
湯
の
集
大
成
で
あ
る

　

「
茶
湯
一
会
集
」〈
重
要
文
化
財　

彦
根
藩
井

伊
家
文
書
〉（
左
下
）。
直
弼
が
手
作
り
し
た

「
楽
焼
蓋
置
」〈
井
伊
家
伝
来
美
術
品
〉（
右

上
）。
直
弼
が
用
い
た
甲
冑
で
あ
る
「
朱
漆

塗
紅
糸
威
縫
延
腰
取
二
枚
胴
具
足
」〈
井
伊

家
伝
来
美
術
品
〉（
右
下
）

　

（
井
伊
直
弼
銅
像
は
除
き
、
す
べ
て
彦
根
城

　

博
物
館
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

　

井
伊
直
弼
は
、
彦
根
藩
11
代
藩
主
直な

お

中な
か

の
14
男
と
し
て
、
彦
根
城
の
一
角
に

あ
る
「
槻

け
や
き

御ご

殿て
ん

」
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

直
弼
が
生
ま
れ
た
時
は
、
す
で
に
実
兄

で
あ
る
直な

お

亮あ
き

が
藩
主
に
な
っ
て
お
り
、

家
を
継
ぐ
立
場
に
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
の
後
、
父
直
中
が
死
去
し
た
た
め
、

直
弼
は
、
17
歳
か
ら
世
継
ぎ
（
次
期
藩
主
）

に
な
る
32
歳
ま
で
、
埋

う
も
れ

木ぎ

舎の
や

（
下
写
真
）
で

過
ご
し
ま
し
た
。
大
名
の
あ
と
を
継
げ
る

の
は
、
男
子
一
人
だ
け
で
、
ほ
か
の
男
子

は
、
ほ
か
の
家
の
養
子
に
な
り
、
あ
と
を

継
ぐ
こ
と
が
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
方

法
で
し
た
。
し
か
し
、
直
弼
に
は
養
子

と
な
る
話
が
あ
っ
て
も
実
現
せ
ず
、
彦

根
藩
か
ら
、
生
活
費
を
与
え
ら
れ
て
暮

ら
す
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
時
期
に
住
ん
だ
の
が
、
埋
木
舎

で
す
。
埋
木
舎
は
、
世
の
中
の
出
世
や

競
争
と
は
離
れ
て
、
こ
の
屋
敷
に
埋
も

れ
て
、
学
問
・
文
武
の
芸
に
励
も
う
と

い
う
気
持
ち
を
込
め
て
、
直
弼
自
身
が

付
け
た
名
前
で
す
。

　

直
弼
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
、
読
み
書

き
、
道
徳
と
な
る
儒
教
、
剣
道
、
弓
道
、

乗
馬
な
ど
を
彦
根
藩
の
学
者
や
指
南
役

か
ら
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
武
士

に
と
っ
て
大
事
な
科
目
で
す
。
こ
れ
に

加
え
て
、
埋
木
舎
に
住
ん
だ
時
期
に
は
、

和
歌
や
茶
の
湯
、
居
合
（
剣
術
の
一
種
）

を
は
じ
め
と
す
る
文
武
両
道
に
わ
た
り
、

修
行
を
積
み
ま
し
た
。

井
伊
直
弼　

藩
主
に
な
る

　

し
か
し
、
直
弼
が
32
歳
の
時
、
12
代

藩
主
の
直
亮
の
世
継
ぎ
で
あ
っ
た
直な

お

元も
と

（
直
弼
の
実
兄
で
直
亮
の
養
子
）
が
死
去
し

た
た
め
、
直
弼
は
直
亮
の
養
子
と
な
り
、

世
継
ぎ
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
４
年
後
に
直
亮
が
亡
く
な
り
、

彦
根
藩
13
代
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。

　

藩
主
と
な
っ
た
直
弼
は
、
彦
根
に
戻
っ

て
く
る
と
、
民
意
を
く
み
上
げ
る
た
め
、

し
ば
し
ば
村
人
の
生
活
を
見
て
回
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
巡

じ
ゅ
ん

見け
ん

と
い
い
ま
す
。
直

弼
は
、
こ
の
巡
見
を
歴
代
の
藩
主
の
な

か
で
も
、
数
多
く
広
範
囲
に
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
記
録
を
残
す
日
記
に
は
、

病
気
の
人
が
あ
れ
ば
、
同
行
の
医
師
に

命
じ
て
診
断
さ
せ
た
こ
と
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
直
亮
が
残
し
た
お
金
を
、
家

来
や
彦
根
藩
領
に
住
む
人
に
分
け
与
え

ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
金
額
は
、
彦
根

藩
の
収
入
と
同
じ
く
ら
い
の
額
で
、
か

な
り
の
高
額
を
分
け
与
え
ま
し
た
。

思
い
が
け
ず
表
舞
台
に
た
っ
た
井
伊
直
弼
の
誕
生

▲中堀沿いに立つ埋木舎



４広報ひこね　平成20年６月１日５ 広報ひこね　平成20年６月１日

特集

日米修好通商条約
　 安政5年6月19日（1858年7月29

日）に、江戸幕府がアメリカ合衆国

と結び、貿易の自由を認めた最初

の条約。

　条約の主要な点は、アメリカ公

使の江戸駐在、すでに開港済みの

下田・箱館（現在の函館）に加え、

神奈川・長崎・新潟・兵庫の開港、

外国人居留地の設定および同地に

おける自由貿易、江戸・大坂（現

在の大阪）の開市などを定めた。

　

直
弼
が
藩
主
に
な
っ
て
、
３
年
後
、

４
艘そ

う

の
黒
い
船
が
浦
賀
（
神
奈
川
県
）
の

沖
合
い
に
姿
を
現
し
ま
し
た
。
ペ
リ
ー

が
率
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
艦
で

し
た
。
ペ
リ
ー
が
来
た
の
は
、
ア
メ
リ

カ
の
船
が
太
平
洋
を
渡
っ
て
、
中
国
に

向
か
う
と
き
に
泊
ま
る
港
を
開
く
こ
と

や
、
日
本
と
貿
易
を
す
る
た
め
で
し
た
。

　

ペ
リ
ー
は
、
一
度
、
帰
国
し
ま
す
が
、

翌
年
、
再
度
来
航
し
、
幕
府
と
話
し
合
っ

て
、
下
田
（
静
岡
県
）
と
箱
館
（
現
在
の
北

海
道　

函
館
）
の
港
で
、
ア
メ
リ
カ
の
船

が
航
海
に
必
要
な
水
や
食
べ
物
な
ど
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
日に

ち

米べ
い

和わ

親し
ん

条
じ
ょ
う

約や
く

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
代
の
日
本
の
人
々
は
、
こ
れ

ま
で
に
見
た
こ
と
が
な
い
、
ア
メ
リ
カ

艦
隊
の
蒸
気
船
の
大
き
な
姿
に
、
強
い

力
や
進
ん
だ
技
術
を
感
じ
、
シ
ョ
ッ
ク

大
老
就
任
、
そ
し
て
日
米
修
好
通
商
条
約
締
結

を
受
け
ま
し
た
。

　

当
時
、
日
本
は
、
強
い
外
国
と
交
流

し
て
進
ん
だ
技
術
を
取
り
入
れ
よ
う
と

い
う
開
国
派
と
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

外
国
船
が
来
た
ら
追
い
返
そ
う
と
い
う

攘じ
ょ
う

夷い

派
と
が
二
分
す
る
時
代
に
あ
り
ま

し
た
。

　

ペ
リ
ー
が
来
航
し
た
と
き
、
直
弼
は
、

い
っ
た
ん
開
国
し
て
西
洋
の
技
術
を
吸

収
し
、
国
力
を
増
強
し
た
う
え
で
、
外

国
と
対
抗
し
、
再
度
、
鎖
国
に
立
ち
戻

る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
い
う
考
え
方
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
総
領
事
ハ
リ
ス

が
、
本
格
的
な
貿
易
が
可
能
と
な
る
通

商
条
約
の
締
結
を
望
ん
で
き
ま
し
た
。

　

井
伊
直
弼
は
、
彦
根
藩
主
と
な
っ
た

８
年
後
、
日
米
修
好
通
商
条
約
が
締
結

さ
れ
る
２
か
月
前
の
安
政
５
年
４
月
23

日
（
１
８
５
８
年
６
月
４
日
）
に
、
大
老
に

就
任
し
ま
し
た
。

　

直
弼
は
、
将
軍
の
後
継
者
問
題
な
ど

も
か
ら
む
政
治
対
立
の
な
か
、
ア
メ
リ

カ
と
の
貿
易
を
認
め
る
日
米
修
好
通
商

条
約
の
締
結
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
条
約
の
調
印
を
天
皇
の
許

し
を
得
ず
に
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
開
国

に
反
対
す
る
水
戸
藩
は
、
京
都
の
公
家

に
頼
み
、
幕
府
の
政
治
を
批
判
す
る
勅

ち
ょ
く

定じ
ょ
う（

天
皇
の
命
令
書
）
を
幕
府
と
水
戸
藩

に
出
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
当
時
、
大
名

は
将
軍
の
家
来
で
あ
り
、
天
皇
や
公
家

▲日米修好通商条約写

　（重要文化財　彦根藩井伊家文書　　彦根城博物館蔵　　　　　　　）

と
直
接
、
政
治
交
渉
を
し
て
は
い
け
な

い
決
ま
り
で
し
た
。
そ
こ
で
、
直
弼
は
、

幕
府
に
反
対
す
る
人
た
ち
を
処
罰
し
ま

す
。
こ
れ
が
安
政
の
大
獄
で
す
。
そ
の
後
、

安
政
の
大
獄
に
対
す
る
反
発
か
ら
、
直

弼
は
、
江
戸
城
桜
田
門
外
で
水
戸
藩
浪

士
ら
に
よ
っ
て
、
暗
殺
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
約
調
印
が
、
政
治
の
抗
争
を
引
き

起
こ
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

条
約
の
締
結
が
、
日
本
の
近
代
化
の
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。

手
紙
か
ら
読
み
取
る
直
弼
の
性
格

彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

渡
辺
恒
一

　

直
弼
が
書
い
た
手
紙
を
読
む
と
、
言
い
ま
わ
し
や
理
屈
の
立
て
方
か
ら
、
彼

の
性
格
や
思
考
の
特
徴
が
う
か
が
え
ま
す
。
強
く
感
じ
る
の
は
、
思
い
悩
み
、

考
え
込
む
人
だ
と
い
う
こ
と
。
悩
み
を
相
談
し
た
手
紙
で
は
、
自
分
が
何
を
ど

ん
な
風
に
悩
み
、
ど
う
対
処
し
よ
う
か
と
い
っ
た
こ
と
を
書
き
連
ね
て
い
ま
す
。

心
の
揺
れ
が
、
そ
の
ま
ま
文
面
に
あ
ら
わ
れ
る
手
紙
は
興
味
深
い
も
の
で
す
。

　

直
弼
は
こ
れ
ま
で
、「
決
断
」、「
果
断
」

の
人
と
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

さ
れ
た
り
、あ
る
い
は
「
独
断
」

と
非
難
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ら
と
は
印
象
が
異
な
り
ま
す
。
特
に
政
治

の
世
界
で
は
、
心
の
揺
れ
な
ど
見
取
ら
れ

て
は
命
取
り
で
す
。
直
弼
の
決
断
の
内
に

は
、
悩
み
や
心
の
揺
れ
な
ど
が
、
た
く
さ

ん
秘
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

彼
は
、
完
全
無
欠
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
は
な
い

で
す
が
、
わ
た
し
は
、
思
い
悩
む
そ
の
姿
に
、

む
し
ろ
人
間
的
な
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

▲犬塚外記宛て井伊直弼書状（重要文化財

彦根藩井伊家文書　彦根城博物館蔵）

直
弼
と
茶
の
湯

　

政
治
の
舞
台
で
活
躍
し
た
印
象
が
強
い
直
弼
で
す
が
、
３
ペ
ー
ジ
で
少
し
ふ

れ
た
よ
う
に
、
禅
や
茶
の
湯
に
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
幼
少
よ
り
学
び
始

め
、
埋
木
舎
で
過
ご
し
た
時
期
に
、
禅
や
居
合
な
ど
の
諸
芸
と
と
も
に
、
茶
の

湯
に
つ
い
て
、
研
究
を
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
当
時
、
武
家
の
間
で
行
わ
れ
て
い
た
華
や
か
な
遊
興
を
伴
う
茶
の

湯
か
ら
離
れ
て
、
精
神
性
を
深
め
る
、
わ
び
の
茶
の
湯
に
立
ち
帰
る
こ
と
を
目

指
し
、
一
派
を
た
て
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

　

藩
主
に
就
任
し
た
後
も
、
多
忙
の
な
か
で
も
、
茶
の
湯
の
研
鑽
は
変
わ
ら
ず

続
け
、
自
身
の
茶
の
湯
の
集
大
成
と
な
る
著
作
「
茶

ち
ゃ
の

湯ゆ

一い
ち

会え

集し
ゅ
う

」
も
残
し
て
い

ま
す
。
こ
の
著
作
の
な
か
で
、
一
度
の
茶
会
で
の
出
会
い
は
、
一
生
に
一
度
だ

け
の
も
の
だ
か
ら
、
心
を
尽
く
し
て
出
会
い
の
時
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
意

味
の
「
一い

ち

期ご

一い
ち

会え

」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

開
国
が
も
た
ら
し
た
も
の
〜
開
国
後
の
よ
う
す
〜

井伊直弼と開国150年祭が始まります
　

　６月から平成 22 年３月にわたって、「井伊直弼

と開国 150 年祭」が４日の開幕記念式典から始ま

ります。具体的な事業は、広報ひこね５月１日号

14、15 ページをご覧ください。

彦根城博物館でも直弼を特集します

テーマ展　　　　　　　巻の１　
「井伊直弼　大老への道のり」
　直弼を特集するテーマ展シリーズ「直弼発見！」

巻の１〜 12 を順次開催します。６月 24 日㈫まで

巻の１「井伊直弼　大老への道のり」を開催して

います。

常設展　
　「井伊直弼と開国 150 年祭」期間中、さまざま

な直弼ゆかりの作品を展示し、その人となりを紹

介します。

　

日
米
修
好
通
商
条
約
が
調
印
さ
れ
た

翌
年
に
横
浜
と
長
崎
が
開
港
さ
れ
ま
し

た
。
横
浜
は
、
当
時
、
一
漁
村
で
し
た

が
、
ペ
リ
ー
の
二
度
目
の
来
航
時
の
応

接
所
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
港
に
適
し
た
地
形
的
条
件
も
あ
っ

て
、
井
伊
政
権
の
下
で
、
開
港
場
が
横

浜
に
置
か
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
都
市
計
画
に
し
た
が
っ
て
外

国
人
居
留
区
や
、
貿
易
施
設
が
建
て
ら

れ
、
の
ち
に
国
際
貿
易
都
市
と
し
て
発

展
す
る
横
浜
の
基
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。

　

開
国
後
の
日
本
は
、
西
洋
の
技
術
が

流
入
し
、
新
し
い
制

度
や
思
想
と
と
も

に
、
西
洋
風
の
生

活
様
式
も
取
り
入

れ
ら
れ
ま
し
た
。
横

浜
で
は
、
れ
ん
が
づ

く
り
の
洋
館
が
建
設

さ
れ
、
馬
車
や
人
力

車
が
走
り
、
洋
服
を

着
る
人
も
出
て
き
ま

し
た
。
明
治
５
年

（
１
８
７
２
）
に
は
、

東
京
〜
横
浜
間
に
鉄

道
も
開
通
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
直
弼
は
、

か
ね
て
か
ら
、
西
洋

の
技
術
を
吸
収
し
、

富
国
強
兵
を
は
か
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
こ
の
計
画

は
、
直
弼
の
死
後
、
勝か

つ

海か
い

舟し
ゅ
う

を
艦
長
と

す
る
咸か

ん

臨り
ん

丸ま
る

の
渡
米
に
よ
っ
て
、
実
現

し
ま
し
た
。
こ
の
遣
米
使
節
か
ら
、
福

沢
諭
吉
な
ど
、
日
本
の
近
代
化
を
推
進

し
た
人
材
が
出
ま
し
た
。

　

井
伊
直
弼
は
、
江
戸
時
代
の
末
期
に

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

今
月
か
ら
始
ま
る
「
井
伊
直
弼
と
開

国
１
５
０
年
祭
」
を
通
し
て
、
井
伊
直

弼
が
残
し
た
足
跡
を
い
っ
し
ょ
に
、
た

ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲横浜海上蒸気車鉄道之図（彦根市立図書館蔵）

◀再改　横浜風景（彦根市立図書館蔵）
　日米修好通商条約に基づいて開港された

　横浜の町の様子が描かれている。
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第
20
回　

青
年
文
学
賞

第
23
回　

文
学
奨
励
賞

舟橋聖一顕彰文学賞
　故舟橋聖一氏（左の写真）は、名作「花の生涯」で彦根を広く世に伝えたことから、

昭和39年に名誉市民の称号が贈られました。同氏逝去後、遺族からの寄付により基

金を設置し、全国から募集した優れた文学作品に賞を贈っています。

応
募
資
格　

昭
和
52
年
９
月
５
日
か
ら
平
成

２
年
９
月
６
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

募
集
作
品　

小
説
・
随
筆
・
戯
曲
・
評
論

※
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
50
枚
以
内
（
随

筆
は
10
枚
以
内
で
も
可
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿

の
場
合
は
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
横
に
、
40
字
×

25
行
で
印
字
し
、
原
稿
用
紙
換
算
枚
数
を

表
記
す
る
）
で
、
縦
書
き
と
し
、
自
作
未

発
表
の
も
の
（
同
一
作
品
部
門
の
応
募
は
、

１
人
１
編
に
限
り
ま
す
）

応
募
方
法　

応
募
作
品
に
は
、
部
門
・
題
名
・

本
名
（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
性
別
・
年
齢
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
書
い
た
別
紙
を

つ
け
る
こ
と
。（
学
生
は
、
学
校
名
と
学
年
を

書
く
こ
と
）

※
今
ま
で
に
入
賞
（
佳
作
は
除
く
）
し
た
部
門

で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

賞　

優
秀
作
品
（
１
人
）
に
は
賞
状
と
舟
橋

聖
一
色
紙
の
ほ
か
、
副
賞
50
万
円
、
佳
作

（
１
人
）
に
は
賞
状
と
舟
橋
聖
一
色
紙
の
ほ

か
、
副
賞
10
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
授
与
し
ま

す
。

応
募
締
切　

９
月
５
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
資
格　

近
畿
２
府
４
県
と
福
井
、
岐
阜
、
三
重
の
各
県
に

在
住
・
在
学
す
る
小
・
中
学
生
、
高
校
生

募
集
作
品　

　

小
学
生
の
部
＝
作
文

　

中
学
生
の
部
＝
紀
行
文
・
作
文

　

高
校
生
の
部
＝
創
作
・
随
想
・
紀
行
文

※
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
30
枚
以
内
（
作
文
に
限
り
小
学
生
は

３
〜
５
枚
、
中
学
生
は
５
枚
程
度
で
も
可
。
作
文
以
外
は
ワ

ー
プ
ロ
原
稿
に
よ
る
応
募
も
可
。
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、

Ａ
４
サ
イ
ズ
横
に
、
40
字
×
25
行
で
印
字
し
、
原
稿
用
紙
換

算
枚
数
を
表
記
す
る
）
で
、
縦
書
き
と
し
、
自
作
未
発
表
の

も
の
（
同
一
作
品
部
門
の
応
募
は
、
１
人
１
編
に
限
り
ま
す
）

応
募
方
法　

応
募
作
品
に
は
、
部
門
・
題
名
・
本
名
（
ふ
り
が
な
）・

住
所
・
性
別
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
学
校
名
・
学
年
を
書
い

た
別
紙
を
つ
け
る
こ
と
。

※
今
ま
で
に
第
１
席
に
入
賞
し
た
各
部
（
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
）

で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

賞　

優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
舟
橋
聖
一
色
紙
の
ほ
か
、
副
賞
と

し
て
図
書
カ
ー
ド
（
小
学
生
の
部
＝
第
１
席
２
万
円
、
第
２
席
１
万
円
、

第
３
席
５
千
円　

中
学
生
の
部
＝
第
１
席
３
万
円
、
第
２
席
２
万
円
、
第

３
席
１
万
円　

高
校
生
の
部
＝
第
１
席
５
万
円
、
第
２
席
３
万
円
、
第
３

席
２
万
円
相
当
）
を
そ
れ
ぞ
れ
授
与
し
ま
す
。

応
募
締
切　

９
月
５
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

そ
の
他　

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
彦

根
市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

応
募
先　

市
立
図
書
館
内
「
舟
橋
聖
一
記
念
文
庫
」
事
務
局
（
〒
５
２
２-

０
０
０
１ 

尾
末
町
８-

１
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
封
筒
の
表
に
「
舟
橋
聖
一
顕
彰
青
年
文
学
賞
（
ま
た
は
文
学
奨
励
賞
）
応
募

作
品
在
中
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
局
☎
22-

０
６
４
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
３
０
０
番

開
幕
記
念
式
典

日
時　

６
月
４
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

彦
根
城
博
物
館
能
舞
台

内
容　
「
井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０
年
祭
」

の
開
幕
記
念
式
典
を
、
直
弼
が
大
老
に

就
任
し
た
６
月
４
日
に
開
催
し
ま
す
。

式
典
で
は
、
ひ
こ
ね
第
九
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
に
よ
る
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
や
彦
根
城

博
物
館
学
芸
員
や

教
育
委
員
会
文
化

財
課
、
同
市
史
編
さ
ん
室
職
員
に
よ
る

リ
レ
ー
ト
ー
ク
「
直
弼
を
語
る
」
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

※
式
典
へ
の
参
加
申
込
は
終
了
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎
30-

６
１

　

０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

直
弼
考　

リ
レ
ー
講
座
＆
直
弼
と

そ
の
時
代
の
肖
像
画
展

　

複
数
の
専
門
家
の
講
演
に
よ
り
彦
根
で

生
ま
れ
開
国
を
断
行
し
た
直
弼
像
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
、
参
加
者
と
い
っ
し
ょ
に
考

え
る
機
会
と
し
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
講

演
会
場
に
直
弼
や
同
時
代
に
生
き
た
幕
末

人
の
肖
像
画
を
展
示
し
ま
す
。

第
１
回
目
講
演

日
時　

６
月
28
日
㈯　

午
後
２
時
30
分
～

同
４
時
30
分

場
所　

ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す
（
小
泉
町
）

講
師　

井
沢
元
彦
さ
ん
（
作
家
）

入
場
料　

無
料

定
員　

５
０
０
人

申
込
期
間　

６
月
２
日
㈪
〜

展
示
す
る
肖
像
画　

井
伊
直
弼
、
ジ
ョ
ン

万
次
郎
、
橋
本
佐
内
、
ペ
リ
ー
、
ハ
リ
ス
、

勝
海
舟
な
ど
（
予
定
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
商
工
会
議
所

☎
22-

４
５
５
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

２
７

　

３
０
番
、Ｅ
メ
ー
ル:info@

hikone-cci.
or.jp

市
民
創
造
事
業

　

４
月
に
募
集
し
ま
し
た
市
民
創
造
事
業

に
つ
い
て
、
20
団
体
か
ら
提
案
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
14
提
案
を
採
択
し
ま
し

た
。
詳
し
い
提
案
内
容
は
、
次
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
が
、
６
月
に
開
催
さ
れ
る
２

事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

２
０
０
８
彦
根
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

春
季
親
善
大
会

　

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
の
会
場
の
壁
面
を

使
っ
て
、
開
国
や
井
伊
直
弼
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。

ギ
ネ
ス
記
録
に
挑
戦
し
ま
す
。

日
時　

６
月
22
日
㈰　

正
午
〜
（
小
雨
決
行
）

場
所　

花
し
ょ
う
ぶ
通
り
商
店
街

主
催
団
体　

ギ
ネ
ス
に
挑
戦
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎
30-

６
１

　

４
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

　６月４日、いよいよオープニング

ひこねを盛り上げ隊
衣装を募集します

　「ひこねを盛り上げ

隊」小江戸実感劇団は、

毎月第１・３日曜日に、

彦根城周辺で、江戸時

代の衣装を身につけ、

観光案内や、観光客の

皆さんとの写真撮影をしています。「井

伊直弼と開国 150 年祭」でも、彦根を

盛り上げたいと考えてます。

　「ひこねを盛り上げ隊」では、活動に

使う時代衣装の提供をお願いしていま

す。皆さんの家で、使っていない着物（特

に男性用）などがありましたら、どうぞ

お譲りください。

　また、いっしょに活動していただけ

るメンバーも募集しています。

問い合わせ先　NPO 法人小江戸彦根☎

080-1461-4123

日
時　

６
月
８
日
㈰　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

場
所　

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
、
近
江
高
校

体
育
館

主
催
団
体　

彦
根
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
協
会

１
５
０
人
に
よ
る

開
国
大
借
り
物
競
走
で
ギ
ネ
ス
に
再
挑
戦

　

井
伊
直
弼
や
開
国
に
関
連
し
た
も
の
で
、

大
借
り
物
競
走
を
開
催
し
、
１
１
６
人
の
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文
化
12
年
（
１
８
１
５
）
10
月
29
日
、
彦

根
城
内
の
槻

け
や
き

御ご

殿て
ん

で
男
の
子
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
父
は
11
代
彦
根
藩
主
の
井い

伊い

直な
お

中な
か

、
母

は
江
戸
の
町
人
君き

み

田だ

家
の
娘
・
富と

み

。
こ
の
子

こ
そ
、
後
に
13
代
藩
主
と
な
り
、
江
戸
幕
府

で
は
大
老
と
し
て
活
躍
し
た
井
伊
直な

お

弼す
け

で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
と
き
す
で
に
直
中
は
、
３

男
の
直な

お

亮あ
き

に
家か

督と
く

を
譲
っ
て
隠い

ん

居き
ょ

生
活
を

送
っ
て
お
り
、
14
男
と
し
て
の
直
弼
の
誕
生

は
、
藩
に
と
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
の
大
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

槻
御
殿
で
暮
ら
し
た
直
弼
は
、
父
の
も
と

で
種
々
の
武
芸
や
学
問
に
親
し
み
、
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
天
保

２
年
（
１
８
３
１
）、
17
歳
の
と
き
に
父
が
世

を
去
る
こ
と
に
よ
り
、
不
自
由
の
な
い
日
々

に
終
止
符
が
打
た
れ
ま
し
た
。
御
殿
か
ら
尾

末
町
の
「
北
の
御
屋
敷
」
に
移
り
、
３
０
０

俵ぴ
ょ
う

の
扶ふ

持ち

を
給
さ
れ
る
生
活
の
始
ま
り
で
す
。

　

井
伊
家
に
は
、
分
家
を
作
ら
な
い
し
き
た

り
が
あ
り
、
庶し

ょ

子し

は
、
他
家
を
継
ぐ
か
家
臣

の
養
子
と
な
る
か
が
常
で
し
た
。
ど
ち
ら
の

道
も
と
ら
な
い
者
は
、
屋
敷
と
扶
持
を
与
え

ら
れ
て
暮
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
兄
た
ち

は
す
で
に
行
き
先
が
決
ま
り
、
残
る
は
直
弼

と
弟
直な

お

恭や
す

の
２
人
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

３
年
後
、
江
戸
に
い
る
藩
主
直
亮
か
ら
、

直
弼
と
直
恭
の
も
と
へ
、
大
名
家
の
養
子
と

す
る
か
ら
出
府
せ
よ
と
の
命
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
結
果
、
養
子
の
座
を
射
止
め
た
の
は
直

恭
だ
け
で
し
た
。
直
恭
が
、
３
か
月
後
に
は

延の
べ

岡お
か

藩
内な

い

藤と
う

家
の
家
督
を
継
ぎ
、
一
躍
７
万

石
の
藩
主
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
直
弼
は
、

養
子
先
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
１
年
余
り
を
江

戸
で
過
ご
し
、
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
す
。

　

１
人
と
な
っ
た
直
弼
の
心
中
は
い
か
ば
か

り
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ
こ
に
、
江
戸
藩

邸
で
彼
が
記
し
た
と
み
ら
れ
る
文
書
が
あ
り

ま
す
。
題
し
て
「
う
も
れ
ぎ
の
や
の
言
葉
」。

直
弼
は
、彦
根
の
自
邸
を「
埋

う
も
れ

木ぎ
の

舎や

」と
名
付
け
、

そ
の
意
味
を
和
歌
で
表
現
し
ま
し
た
。

　

ざ（
雑
）つ
事
も
う
（
憂
）
き
も
聞
か
じ
や
埋
木
の

　
　

う
（
埋
）
も
れ
て
ふ（
深
）か
き
こ（
心
）
こ
ろ
あ
る
身
は

　

世
の
中
の
雑
事
も
煩

わ
ず
ら

わ
し
い
こ
と
も
聞
か

な
い
の
だ
ろ
う
か
、
た
だ
埋
木
の
よ
う
に
埋

も
れ
て
深
い
心
の
あ
る
身
は
。
そ
し
て
、
自

ら
を
埋
木
に
た
と
え
た
の
は
、
厭え

ん

世せ
い

か
ら
で

は
な
く
、た
だ
な
す
べ
き
修
養
に
は
げ
も
う
と

決
意
し
た
た
め
だ
と
い
う
の
で
す
。

　

こ
の
文
書
は
草
稿
の
よ
う
で
す
が
、
一
筆

一
筆
に
精
神
を
集
中
さ
せ
て
お
り
、
強
い
意

志
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
考
え
を
文
字
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
身
に
言
い
聞
か
せ
よ
う
と

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
若
き
直
弼
の
人
生
観

を
知
る
、
極
め
て
重
要
な
資
料
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
決
意
ど
お
り
直
弼
は
、
世せ

い

子し

と
な
る

ま
で
の
15
年
間
、
実
に
真し

ん

摯し

に
文
武
の
道
に

は
げ
み
ま
し
た
。
禅
、茶
の
湯
、和
歌
と
国
学
、

そ
し
て
居い

合あ
い

。
茶
の
湯
や
居
合
は
、
の
ち
に

一
派
を
創
立
す
る
ほ
ど
で
し
た
。
近
年
の
研

究
で
の
直
弼
は
、
政
治
家
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
当
時
の
代
表
的
文
化
人
と
し
て
も
注
目

に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
兄
弟
の
中
で
一
人
他
家
の
養
子
に

も
行
か
ず
、
社
会
的
な
活
動
の
場
を
も
た
な

い
と
い
う
状
況
に
あ
っ
て
も
、
自じ

暴ぼ
う

自じ

棄き

に

お
ち
い
ら
ず
に
研け

ん

鑽さ
ん

し
続
け
た
直
弼
。
の
ち

に
政
治
の
表
舞
台
に
立
っ
て
活
躍
し
た
直
弼

の
精
神
的
基
盤
は
、
不
遇
を
バ
ネ
と
し
た
こ

の
埋
木
舎
時
代
に
つ
ち
か
わ
れ
た
の
で
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

髙
木
文
恵
）

「
う
も
れ
ぎ
の
や
の
言
葉
」
は
、
シ
リ
ー
ズ
「
直

弼
発
見
！
」
巻
の
一
「
井
伊
直
弼　

大
老
へ
の

道
の
り
」
で
６
月
24
日
㈫
ま
で
展
示
し
て
い
ま

す
（
期
間
中
無
休
）。

埋
う
も
れ

木ぎ

の
決
意
ー

井い

伊い

直な

お

弼す

け

の
お
い
た
ち

▲井伊直弼筆「うもれぎのやの言葉」
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〈日時〉6 月 7 日㈯　19：00 〜 21：00　※天候により屋外

での観察は中止の場合があります　〈場所〉芹川周辺　※

晒
さらし

庵
あん

（中藪町、旧葬祭事務所）に 18：50 集合　〈定員〉30 人（先

着順）〈参加料〉無料　〈その他〉動きや

すい服装でお越しください。　〈申込・

問い合わせ先〉「快適環境づくりをすす

める会」事務局（ 生活環境課内） ☎

30-6116、FAX27-0395

〈内容〉日下部鳴鶴の書に親しみながら、毛筆の基本的な筆

使いを学びます。〈日時〉7月12日〜9月6日の毎週土曜日（全

８回）　10：00〜12：00　※8月16日をのぞく　〈場所〉旭森小学

校（東沼波町）　〈対象〉毛筆の基礎から丁寧に学習したい小

学３年生以上の人　〈定員〉20人（応募者多数の場合は抽選）〈受

講料〉1,600 円（中学生以下は無料）　※半紙代が別途必要〈申

込期間〉6月2日㈪〜同20日㈮　※最終日の消印有効〈申込

方法〉往復はがきの往信の裏に、住所、氏名（ふりがな）、年齢、

電話番号、希望講座を、返信用の表に郵便番号、住所、氏名を

書いて、 教育委員会生涯学習課まで申し込んでください。

〈申込・問い合わせ先〉 教育委員会生涯学習課（〒 522-0001

尾末町 1-38）☎ 24-7971、FAX23-9190

〈ファミリー・サポート・センターとは〉彦根市ファミリー・サ

ポート・センターは、働く人の仕事と家庭生活の両立の支

援と、児童の福祉の向上を目的に、育児の援助を受けたい

人、援助をしたい人が、お互いに有償で助け合う会員組織

です。〈内容〉有償で、子どもを預かったり、子育てのサポ

ートをしていただく提供会員を募集しています。入会は無

料で、特別な資格は必要ありません。「やってみよう」と

いう人を対象に、入会説明会・講習会を開催します。全講

習会を受講後、会員登録をしていただくことができます。

〈募集期間〉6月2日㈪〜同12日㈭　〈受講・登録料〉無料　〈その

他〉託児あり（要予約）〈申込・問い合わせ先〉 ファミリー・

サポート・センター（ 男女共同参画センター「ウィズ」内）☎・

FAX24-3920（土曜日の午後、および日・火曜日、祝日を除く）

〈内容〉手話で会話ができる市民を増やし、聴覚障害者が

自由に社会参加できるバリアフリー社会を担う人材の養

成を目的とします。全20講座　〈日時〉6月26日〜11月6日

の毎週木曜日（８月 14 日を除く）の 19：00 〜 21：00 と 9月

7日㈰の終日　〈場所〉障害者福祉センター（平田町）　ほか

〈対象〉手話の学習経験がないか、簡単な手話ができる程

度の人で、次の条件を満たす人　①すべての講座に出席

できる　② 18 歳以上で市内に在住・在勤・在学している

③市内の手話サークルに継続して参加できる　④聴覚障

害者の日常生活などに対する支援ができる　〈定員〉30 人

（申込多数のときは抽選）〈教材費〉1,200 円　〈申込期間〉6月2

日㈪〜同16日㈪　〈申込・問い合わせ先〉市役所１階受付・

支所・各出張所・障害者福祉センター（平田町）にある申

込用紙に必要事項を記入し、 障害福祉課（〒 522-0041 平

田町 594）☎ 27-9981、FAX26-1767 へ

〈内容〉女性が活躍していた平安時代。女性が書いたすば

らしい物語や随筆が今に伝わっています。しかし、当時

のキャリアウーマンであった紫式部や清少納言たちは、

その能力を正当に評価されていたのでしょうか。紫式部

の苦悩や、清少納言の愚痴に耳を傾け、男女共同参画の

視点から平安時代を振り返ってみましょう。　〈講師〉京
きょう

楽
らく

真帆子さん（滋賀県立大学人間文化学部准教授）〈日時〉6月21

日㈯　10：00 〜 12：00　〈場所〉 男女共同参画センター「ウ

ィズ」　〈対象〉市内に在住、在勤、在学する人　〈定員〉50

人（先着順）〈受講料〉200 円（資料代）　〈申込期間〉6月20日

㈮まで　〈その他〉０歳〜就学前の子どもを対象とした託

児サービスを行います（前日までに要予約、１人につき 200 円）

〈申込・問い合わせ先〉 男女共同参画センター「ウィズ」（平

田町）☎・FAX24-3529、Ｅメール：with.hikone@oboe.
ocn.ne.jp

〈学習方法〉７か月間、定期的にテキストを送ります。読

んだ後、同封の用紙に感想、質問、意見などを書いて返

送してください。折り返し運営委員から返事を差し上げ、

さらに理解を深めていただきます。〈期間〉７月〜平成 21

年１月　〈受講資格〉市内に在住・在学・在勤の人　※原

則として、過去３年間に本講座を受講した人は除く〈定員〉

70 人（先着順）〈受講料〉無料　〈申

込期限〉6月20日㈮  〈申込方法・

問い合わせ先〉はがきに住所、氏

名、年代（10 歳代、20 歳代など）、

電話番号を書いて 教育委員会

人権教育課（〒 522-0001　尾末町

１-38）へ。☎ 24-7971（土・日曜

日を除く 8：30 〜 17：15）、FAX23-

-9190 でも受け付けます。

〈内容〉乳児期からの口腔衛生が、子どもの健康にどのよう

な影響をおよぼすか。どうすれば虫歯を防げるのか、歯科

衛生士によるお話とブラッシング指導です。　〈日時〉6月

23日㈪　10：00〜11：30〈場所〉子どもセンター（日夏町）　〈対

象〉０〜３歳児とその保護者　〈定員〉25組　〈参加費〉無料

　〈持ち物〉コップ、歯ブラシ　〈応募期限〉6月13日㈮　〈申

込・問い合わせ先〉電話かファクスで、

子ども未来室☎ 28-1580（FAX 共用）

へ　※ファクスで申し込む場合は、保

護者氏名、子どもの氏名・年齢と連

絡先を記入してください。

①ダンスフェスティバル

〈応募条件〉①市内に在住、在勤、在学する人、または彦

根市の出身者　※団体の場合は主なメンバーがこの条件

を満たすこと　②舞台転換を含めて 15 分以内で終了でき

ること〈日時〉8月9日㈯　13：00 〜 15：30　〈場所〉ひこ

ね市文化プラザ グランドホール　〈募集グループ数〉個人、

グループを含めて10団体（先着順）〈参加費〉無料

②歌声喫茶発表グループ

〈応募条件〉次の３つの条件を満たす団体　①グループ、サ

ークルなどで普段から活動している団体であること　②

伴奏者が必要な場合は団体で手配すること　③入退場の

時間も含めて10分以内で終了すること　※バンド演奏、カ

ラオケは対象外　〈日時〉8月10日㈰　13：00 〜 15：00　〈場

所〉ひこね市文化プラザ メッセホール　〈募集グループ数〉

6団体程度（先着順）〈参加費〉1人500円（フリードリンクつき）

①②共通

〈募集期間〉6月7日㈯〜同21日㈯（月曜日をのぞく）　〈応募

方法〉電話か、直接ひこね市文化プラザ窓口で申し込んで

ください。〈応募・問い合わせ先〉ひこね市文化プラザ☎

26-8601、FAX26-8602

〈内容〉剪定技能の向上を図るための技能講習会　〈日時〉

講義：7月15日㈫、8月21日㈭、実習：8月〜12月に各月１

回（全５回）　〈場所〉講義：ひこね市文化プラザメッセホー

ル、実習：市内公共施設　〈対象〉彦根市、愛荘町、豊郷町、

多賀町、甲良町に在住する60歳〜70歳程度の人で、次の

いずれかの条件を満たす人　①受講後シルバー人材セン

ターの会員となって剪定業務を希望する人　②現在シル

バー人材センターの会員で剪定業務を希望する人　③現

在シルバー人材センターの会員で技能

向上を望む人〈定員〉60人　〈受講料〉無

料　※剪定ばさみなどの道具類は受講

者で準備してください。〈応募期限〉6月

25日㈬〈申込・問い合わせ先〉㈳彦根市

シルバー人材人材センター☎22-5622、

FAX26-4800

〈日時〉7月2日〜11月19日の毎月第１・第３水曜日（全10回）

13：30 〜 16：00　※８月は第１・第４水曜日　〈場所〉彦根

市俳遊館（本町一丁目）　〈講師〉寺村滋
しげる

さん（元俳遊館長）〈定

員〉20人（先着順）〈受講料〉無料　〈申込期間〉6月20日㈮

までの 9：30 〜 17：00　〈申込方法・問い合わせ先〉彦根

市俳遊館☎ 22-6849 へ　※火曜日は休館

　彦根市障害者福祉推進会議は、彦根市障害者計画「ひ

こね障害者まちづくりプラン」の適正な進行管理などに

ついて協議する会議です。この会議で彦根市がすすめる

障害福祉施策などについて、ご意見や提案をしていただ

く委員を募集します。推進会議は１年間に１〜２回程度

開催する予定です。

〈応募条件〉市内に在住し、障害福祉に関心のある 18 歳以

上の人（高校生は除く）〈募集人数〉２人（応募者多数の場合は

選考）　〈任期〉平成20年７月から平成22年6月までの２年

間　〈応募方法〉住所、氏名、生年月日、電話番号と応募

の動機（400 字程度）を書いて 障害福祉課へ（郵便、ファク

ス、Ｅメールによる応募もできます）〈募集期間〉6月2日㈪〜同

20日㈮（消印有効）　〈 そ の 他〉推進会議は、公募委員のほか、

学識経験者や障害者福祉団体などから推薦された人など、

23人程度で構成されます。〈応募・

問い合わせ先〉 障害福祉課（〒

522-0041 平田町 594）☎ 27-9981、

FAX26-1767、

E-mail：shogaifukushi@ma.city.
hikone.shiga.jp

　現在彦根市には、ボランティアとして日本語を教えて

いるグループが３つあります。それぞれのグループでは

ボランティア指導者を募集しています。

　なお、日本語教室の活動日に参加できない人を対象と

した「日本語サポーターバンク（個別日本語指導事業）」を３

団体が共同で運営しています。外国籍住民で、日本語を

学びたい人をご存じの場合は、日本語教室や、日本語サ

ポーターバンクのことをお伝えください。

〈問い合わせ先〉 国際交流サロン☎ 22-1411（内線 590）※

日・月曜日は休館

　彦根市障害者福祉推進会議委員

　子育て講座　〜乳幼児の口腔衛生〜　ホタルの観察会

　彦根市ファミリー・サポート・センター提供会員

　湖東剪
せ ん

定
て い

スクール

　俳句入門講座　手話奉仕員養成講座

　男女共同参画センター「ウィズ」公開講演会

　「平安時代のキャリアウーマン〜紫式部の苦悩・清少納言の愚痴」

　人権問題通信講座

　教室開放事業　鳴鶴書道手習始講座

　文化プラザ　サマーフェスティバル出場団体

　ボランティア日本語指導者
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に
該
当
す
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
国
民
健
康
保
険
料
の
負

担
を
緩
和
す
る
措
置
が
あ
り
ま
す
。

条
件
①　

75
歳
以
上
の
人
（
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
）
が
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
世

帯
で
、
75
歳
未
満
の
人
が
、
引

き
続
き
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
る
場
合

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し

た
人
も
、
５
年
間
は
、
国
民
健

康
保
険
の
加
入
者
数
に
含
め
、

軽
減
判
定
を
行
い
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が

１
人
に
な
る
場
合
は
、
５
年
間

は
「
世
帯
割
額
」
の
み
半
額
に

な
り
ま
す
。

条
件
②　

75
歳
以
上
の
人
（
会
社
の

健
康
保
険
な
ど
被
用
者
保
険
の
被
保

険
者
）
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
人
の
被
扶
養
者
（
65
～
74

歳
）
が
、
新
た
に
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
る
場
合

・
申
請
に
よ
り
２
年
間
保
険
料
の
減

免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
被
保
険
者
証
用
の
カ
ー
ド
ケ
ー

ス
を
、

保
険
年
金
課
、
支
所
・
各

出
張
所
、
市
内
の
病
院
・
医
院
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課
☎

30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
２
２
０
番　

保
険
料
の
不
適
切
な
取
り
扱
い
の

再
発
を
防
ぐ
た
め
、
平
成
20
年
５

月
か
ら
、
原
則
と
し
て
、
社
会
保

険
事
務
所
窓
口
で
の
国
民
年
金
保

険
料
の
現
金
領
収
を
廃
止
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
の
督
促
を
し
た

場
合
な
ど
は
、
当
分
の
間
、
社
会

保
険
事
務
所
窓
口
で
の
納
付
を
受

け
付
け
ま
す
。

現
役
加
入
者
に
も

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
送
リ
ま
す

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
現
在
、
基

礎
年
金
番
号
に
よ
る
記
録
以
外
に
、

ほ
か
の
年
金
記
録
を
お
持
ち
の
可

能
性
が
少
な
い
人
に
も
、「
ね
ん
き

ん
特
別
便
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
の
年
金
受
給
者
に
続

き
、
６
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、

現
役
加
入
者
に
も
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
を
送
付
し
ま
す
。

　

お
手
元
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

が
届
い
た
場
合
は
、
自
分
の
年
金

記
録
に
記
載
漏
れ
や
誤
り
が
な
い

か
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
記
載
漏
れ
や
誤
り
が
な

い
場
合
も
、
必
ず
回
答
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
社
会
保

険
事
務
所
国
民
年
金
業
務
課
☎ 

23-

１
１
１
４
番

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は

６
月
中
に
現
況
届
を

　

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
、
家
庭
生
活
の
安
定

と
、
児
童
の
健
全
な
育
成
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

　

現
在
、
児
童
手
当
の
支
給
を
受

け
て
い
る
人
で
、
現
況
届
の
提
出

が
必
要
な
人
に
は
、
６
月
１
日
以

降
に
現
況
届
の
用
紙
を
送
り
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
６
月
30

日
㈪
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
児
童
手
当
制
度
の
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、「
広
報
ひ
こ

ね
」
５
月
15
日
号
12
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
先　

保
険
年
金

課
、
支
所
・
各
出
張
所

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課
☎

30-

６
１
３
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

窓
口
で
の
国
民
年
金
保
険
料
の

領
収
を
廃
止
し
ま
し
た

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
郵
便
局
や

金
融
機
関
で
の
納
付
の
ほ
か
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
を
導
入
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
れ
ら
の
納
付
方
法
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
国
民
年
金

携
帯
電
話
に
よ
る
１
１
９
番
通
報

携
帯
電
話
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
ま
す

　

消
防
本
部
で
は
、
７
月
１
日
㈫

か
ら
、
携
帯
電
話
で
１
１
９
番
通

報
が
あ
っ
た
場
合
に
、
音
声
と
あ

わ
せ
て
、
通
報
者
の
発
信
位
置
に

関
す
る
情
報
を
、
消
防
本
部
指
令

室
に
送
信
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、

消
防
本
部
指
令
室
の
モ
ニ
タ
ー
に

表
示
さ
れ
る
地
図
上
に
、
通
報
者

の
位
置
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
、
位
置
情
報

を
送
信
す
る
た
め
に
は
、
次
の
よ

う
な
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
位
置
情
報
を
送
信
で
き
る
携
帯
電

話
は
、
高
速
デ
ー
タ
通
信
が
可

能
な
「
第
３
世
代
携
帯
」
が
対

象
で
す
。

・
対
象
と
な
る
携
帯
電
話
で
あ
っ
て

も
、
自
分
の
番
号
を
相
手
に
通

知
し
な
い
設
定
を
し
た
電
話
か

ら
の
通
報
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
位
置
情
報
は
伝
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

・
携
帯
電
話
の
位
置
情
報
の
精
度

は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全
地
球
測
位
シ

ス
テ
ム
）
機
能
の
有
無
な
ど
、

携
帯
電
話
の
機
能
な
ど
の
条
件

に
よ
っ
て
、
誤
差
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

携
帯
電
話
か
ら
１
１
９
番

通
報
す
る
と
き
の
注
意

①
火
災
や
事
故
な
ど
、
災
害

が
発
生
し
た
場
所
を
必
ず

確
認
し
、
そ
の
場
所
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。
場
所
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
近

く
の
公
衆
電
話
か
、
一
般

電
話
か
ら
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

②
自
動
車
な
ど
を
運
転
中
に
、

災
害
を
発
見
し
た
場
合
は
、

必
ず
安
全
な
と
こ
ろ
に
停

車
し
て
か
ら
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

③
電
波
の
状
態
が
悪
く
、
途

中
で
切
れ
た
場
合
は
、
場

所
を
変
え
て
も
う
一
度
掛

け
直
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
通
報
後
も
こ
ち
ら
か

ら
電
話
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
携
帯
電
話
の

電
源
を
切
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

④
電
話
番
号
の
通
知
設
定
を

し
て
お
く
と
と
も
に
、
自

分
の
携
帯
電
話
の
電
話
番

号
は
言
え
る
よ
う
に
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
指

令
室
☎
22-

０
１
１
９
番
（
内
線

１
９
１
番
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
１
１

９
番

国
民
健
康
保
険
制
度
が

変
わ
り
ま
す

後
期
高
齢
者
（
長
寿
）
医
療
制
度

　

75
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た

医
療
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
、
４

月
か
ら
、
後
期
高
齢
者
（
長
寿
）

医
療
制
度
（
以
下
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」）
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

制
度
に
か
か
る
医
療
費
は
、
被
保

険
者
（
75
歳
以
上
の
人
）
が
納
め
る
保

険
料
と
、
国
民
健
康
保
険
や
社
会

保
険
な
ど
、
ほ
か
の
健
康
保
険
の

被
保
険
者
（
75
歳
未
満
の
人
）
か
ら
の

一
部
支
援
金
で
賄
わ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
皆
さ
ん
に
も
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
と
し
て
保
険
料
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
の

「
特
別
徴
収
」
を
実
施
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
の
制
度
改
正
に

と
も
な
い
、
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
全
員
が
、
65
歳
以
上
75
歳

未
満
の
世
帯
で
、
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
世
帯
主
の
人
に
対
し
て
、

10
月
か
ら
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
（
引
き
去
り
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
よ
る

国
民
健
康
保
険
料
の
緩
和
措
置

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
導
入

に
と
も
な
い
、
次
の
２
つ
の
条
件

彦根市農業委員会委員

一般選挙

　任期満了による彦根市農業委員会委員一

般選挙が、次のとおり行われます。

告　示　日　　　　６月２９日㈰

投　票　日　　　　７月　６日㈰

立候補届出締切日　６月２９日㈰

選挙すべき委員定数　　　２７人

※立候補予定者説明会を次のとおり行いま

す。関係者は出席してください。

日　時　６月７日㈯　14：00 〜

場　所　南地区公民館（甘呂町）

問い合わせ先　 選挙管理委員会事務局

　Ü ☎30-6131、FAX23-4551
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ベ
ル
ロ
ー
ド
と
八
丁
目
南
北
通
り

の
間
の
平
田
川
沿
い
に
は
、
両
岸

約
８
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
、

１
２
０
本
の
八
重
桜
が
植
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
桜
は
、
私
た
ち
「
平
田
川
沿

い
に
『
桜
の
通
り
抜
け
』
を
造
る
会
」

の
会
員
１
２
０
人
が
、
市
の
助
成
を

受
け
て
、
平
成
13
年
に
植
樹
し
た
も

の
で
す
。
植
樹
し
た
あ
と
も
、
会
員

は
、
除
草
や
剪
定
、
病
気
や
害
虫
の

防
除
な
ど
の
保
育
活
動
を
し
て
き
ま

し
た
。
８
年
目
の
春
を
迎
え
た
今
年

も
美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
会
員
が
、
自
分
が

管
理
し
て
い
る
桜
の
周
り
に
花
壇
を

設
け
て
、
四
季
折
々
の
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
桜
の
木
に

詩
が
書
か
れ
た
札
を
掛
け
る
人
や
、

桜
並
木
の
ご
み
拾
い
を
す
る
人
も
い

て
、
活
動
の
環
も
広
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
事
業
で
は
、

私
た
ち
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
対
し
て
、「
彦
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
。「
彦
」
は
、
会
の
活
動
経
費

と
し
て
活
用
で
き
る
た
め
、
と
て
も

役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
会
員
と
、
会
の
活
動
に
賛

同
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ん
、
約
60
人

か
ら
「
彦
」
を
寄
付
し
て
も
ら
え
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
温
か
い
支
援
に
応
え

る
た
め
に
も
、
平
田
川
の
桜
が
、
10

年
後
、
20
年
後
も
美
し
い
花
を
咲
か

せ
、
こ
の
地
域
が
、
市
内
の
桜
の
名

所
と
し
て
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

会
員
が
協
力
し
て
、
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　

※このコーナーに登場する団体・グループを募集しています。詳しくは、 まちづくり推進室までお問い合わせください。

　　　▲毎年４月中ごろに満開となる

　　　　平田川沿いの桜並木

　「彦根をまた訪れたい」と思

っていただけるように、彦根

のすばらしさを、国内や海外

にＰＲしたいです。

　昨年の築城400年祭の勢い

に負けないくらい、たくさん

の人に彦根を楽しんでいただ

きたいです。

　お二人には、これから１年間、彦根を代表し

て他市との交流事業や各種行催事、観光キャン

ペーンなどで活躍していただきます。

山
や ま

本
も と

知
と も

子
こ

さん

（宇尾町）
高
た か

畑
は た

結
ゆ

加
か

梨
り

さん

（岡町）

ご意見をお待ちしています

　　　①彦根市低炭素社会

　　　　構築都市宣言（案）　　

　私たちが、化石燃料を利用することによっ

て、二酸化炭素などの温室効果ガスが大量に

排出されます。その結果、地球規模での気候

変動が急激に進んでいます。

　彦根市では、市民一人ひとりが、地球温暖

化を認識し、炭素排出削減に向けて、責任あ

る行動を実践できるようにするため、「彦根

市低炭素社会構築都市宣言」を行う予定です。

　この宣言（案）について、市民の皆さんの

ご意見を募集します。いただいた意見などは、

市に対する考え方とともに整理したうえで公

表します。なお、い

ただいた意見に対し

て個別に回答はいた

しませんのであらか

じめご了承ください。

②彦根市路上喫煙の防止に

　　　関する条例（案）　

　路上喫煙には、歩行者への危険性や、吸い

殻のポイ捨てにより美観を損なうなど、多く

の問題があります。彦根市では、これらの問

題に対応するため、「彦根市路上喫煙の防止

に関する条例」を制定する予定です。

　この条例（案）について、市民の皆さんの

ご意見を募集します。いただいた意見などは、

市に対する考え方とともに整理したうえで公

表します。なお、いただいた意見に対して個

別に回答はいたしませんのであらかじめご了

承ください。

計画（案）の公開場所　 生活環境課、情報

公開コーナー（市役所１階）、支所・各出張所

提出期限　６月 30 日㈪

提出方法　 生活環境課に直接お持ちいた

だくか、郵送、ファクス、Ｅメールで提出

してください。

提出・問い合わせ先　 生活環境課（〒 522-

　8501　元町 4-2）☎30-6116、FAX27-0395、

E メール：kankyohozen@ma.city.hikone.
shiga.jp

所
得
の
減
少
に
よ
っ
て
所
得
税
が

課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た
人
は
申
告
を

　

平
成
19
年
度
に
実
施
さ
れ
た
「
税

源
移
譲
」
の
影
響
で
、
ほ
と
ん
ど

の
人
の
住
民
税
が
増
額
さ
れ
、
所

得
税
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
平
成
19
年
の
所
得

が
減
っ
て
、
所
得
税
が
課
さ
れ
な

く
な
っ
た
人
は
、
所
得
税
を
減
額

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
住
民
税
の

み
増
額
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
は
、
申
告
す
る
こ

と
で
、
増
額
し
た
分
の
住
民
税
が

還
付
さ
れ
ま
す
。

対
象
者　

平
成
19
年
分
所
得
税
が

ま
っ
た
く
課
さ
れ
な
か
っ
た
人

※
平
成
19
年
分
所
得
が
、
平
成
18

年
分
に
比
べ
減
少
し
て
い
て
も
、

平
成
19
年
分
所
得
に
所
得
税
が

課
税
さ
れ
た
人
は
、
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

※
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
、
配
当
控
除

な
ど
に
よ
っ
て
、
所
得
税
が
課

さ
れ
な
く
な
っ
た
人
や
、
平
成

19
年
中
に
死
亡
し
た
人
、
国
外

に
転
出
し
た
人
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

申
告
期
間　

７
月
１
日
㈫
〜
同
31

日
㈭

申
告
先　

平
成
19
年
１
月
１
日
現

在
で
居
住
し
て
い
た
市
区
町
村

（
郵
送
で
の
申
告
も
で
き
ま
す
）

申
告
書
用
紙
の
配
布　

税
務
課

窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
る
ほ
か
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
→
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
→
税

関
係
→
市
民
税
・
県
民
税
減
額
申
告
書
）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、

申
告
手
続
き
の
ご
案
内
を
６
月

末
ま
で
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

※
な
お
、
転
入
な
ど
で
平
成
19
年

度
ま
た
は
平
成
20
年
度
の
住
民

税
が
彦
根
市
で
課
税
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、
両
年
度
の
所
得
状

況
が
把
握
で
き
な
い
た
め
彦
根

市
か
ら
ご
案
内
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
☎

30-

６
１
４
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

登
録
し
ま
し
ょ
う　
銃
砲
刀
剣
類

　

美
術
品
、
骨
と
う
品
と
し
て
の

火
縄
銃
な
ど
の
古
式
銃
や
刀
剣
類

は
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

に
よ
り
登
録
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録
が
さ
れ

て
い
な
い
銃
砲
・
刀
剣
類
は
、
他

人
へ
の
譲
渡
は
も
ち
ろ
ん
、
所
持

す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
度
の
登
録
審
査
の
日

程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

日
時
と
場
所　

▼
６
月
12
日
㈭　

大

津
合
同
庁
舎
７
Ｃ
会
議
室
（
大
津

市
松
本
一
丁
目
）　

▼
10
月
16
日
㈭

文
化
産
業
交
流
会
館
第
２
会
議

室
（
米
原
市
下
多
良
二
丁
目
）　

▼
平

成
21
年
２
月
12
日
㈭　

大
津
合
同

庁
舎
７
Ｃ
会
議
室

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
で
す
。

登
録
希
望
者
が
持
参
す
る
も
の　

　

①
銃
砲
刀
剣
類
（
現
物
）　

②
警

察
署
発
行
の
刀
剣
類
発
見
届
出

済
証　

Ö

③
審
査
手
数
料
（
１
件

に
つ
き
６
、３
０
０
円
）
ま
た
は

再
交
付
手
数
料
（
１
件
に
つ
き

３
、５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課Ü

☎
０
７
７-

５
２
８-

４
６
７
２
番

福
祉
有
償
運
送
の

登
録
に
か
か
る
申
請
に
つ
い
て

　

道
路
運
送
法
に
基
づ
き
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
が
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
範

囲
で
、
外
出
時
に
支
援
が
必
要
な
人
（
要

介
護
認
定
者
や
、
身
体
障
害
者
な
ど
）
を
、
車

を
使
っ
て
、
有
償
で
移
送
で
き
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
（
福
祉
有
償
運
送
）
を
提

供
す
る
場
合
に
は
、
道
路
運
送
法
に
基

づ
き
、
運
輸
支
局
へ
の
登
録
が
必
要
で

す
。

　

ま
た
、
登
録
に
は
、
そ
の
地
域
の
福

祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会
の
合
意
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

福
祉
有
償
運
送
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
お

う
と
す
る
団
体
は
、
期
日
ま
で
に
必
要

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
日　

６
月
30
日
㈪　

午
後
５
時

15
分

※
今
回
の
申
請
分
は
、
７
月
下
旬
〜
８

月
上
旬
に
開
催
予
定
の
運
営
協
議
会

で
審
査
さ
れ
ま
す
。

必
要
書
類　

必
要
書
類
、
様
式
な
ど
、

詳
し
く
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市

福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会
事
務
局

（

障
害
福
祉
課
内
）
☎
27-

９
９
８
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番
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　延べ 366 人の皆さんから俳句 348 点、短歌 177 点、

川柳 195 点、冠句 225 点、詩 28 点、随筆・評論 28 点、

小説 3 点、合計 1,004 点の応募をいただきました。

　これらの中から、特選 19 点、入選 43 点、佳作 138

点が選ばれました。

　各部門の特選は、次の皆さんです。〈敬称略〉

《
俳
句
》

白し
ら

魚う
お

や
白
き
器
に
目
の
泳
ぐ

し
な
る
程
縁
起
物
付
け
戎
笹

水み
ず

餅も
ち

の
水
が
退
屈
し
て
い
た
り

《
短
歌
》

広
び
ろ
と
古
戦
場
跡
あ
わ
ゆ
き
に
蛇
行
の
川
の
蒼
く
際
立
つ

感
情
を
も
持
つ
と
う
ロ
ボ
ッ
ト
わ
が
老
い
の
介
護
受
く
る
日
思
う
に
親
し

わ
れ
と
い
ふ
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
あ
と
一
片
終
の
ひ
と
日
の
ピ
ー
ス
を
探
す

《
川
柳
》

夫
婦
無
言
や
が
て
湯
の
沸
く
音
が
す
る

ま
ず
笑
顔
今
の
流
れ
が
変
わ
る
か
も

限
ら
れ
た
上
演
時
間
を
精
い
っ
ぱ
い

《
冠
句
》

念
を
入
れ　

要
の
釘
は
確か

く

と
打
つ

人
の
道　

八
分
の
箸
に
秘
す
謙
虚

人
の
道　

互ご

譲じ
ょ
う

の
花
が
美
し
く

《
詩
》

『
二
つ
の
薮
を
こ
え
て
』

『
冬
の
日
に
』

『
樹
の
こ
と
ば
』

《
随
筆
・
評
論
》

『
「
う
っ
と
う
し
い
」
関
係
』

『
星ほ

し

亀が
め

・
小
太
郎
と
は
な
』

『
桜
の
木
の
下
』

《
小
説
》

『
切
々
と
』

伊

吹
　

晶
し
ょ
う

（
楡
町
）

辻
　

栄

津

子
（
中
央
町
）

髙た
か

井い

　

豊
（
正
法
寺
町
）

木

村

諄
じ
ゅ
ん

子こ

（
長
浜
市
）

寺

村

享た
か

子こ

（
日
夏
町
）

小

野

和

子
（
小
野
町
）

赤

田

恒

夫
（
稲
里
町
）

大

倉

久

子
（
東
近
江
市
）

元

持

和

子
（
犬
上
郡
豊
郷
町
）

大

谷

み

つ

子
（
田
附
町
）

柴

田

喜

久

三
（
田
附
町
）

山や
ま

　

千

代

子
（
田
原
町
）

や
ま
か
み　

ま
さ
よ
（
西
今
町
）

真

野

美

栄

子
（
池
州
町
）

髙た
か

井い

　

豊
（
正
法
寺
町
）

木

村

泰や
す

嵩た
か

（
犬
上
郡
多
賀
町
）

松

本

ち

ず

る
（
東
近
江
市
）

平

塚

か

お

る
（
平
田
町
）

小

林

勝か
つ

一い
ち

（
日
夏
町
）

おわびと訂正
「広報ひこね」５月 15日号 11 ページの「５月31 日は、世界禁煙デー　５月31日〜６月６日は、禁煙週間です」において、

「子どもの前では、吸わないで！あなたの煙は子どもも吸っています」という言葉が、「2008 年世界禁煙デー テーマ」

とあるのは誤りでした。おわびして訂正します。

【展示部門】
日　　時　6月13日㈮〜15日㈰　9：30 〜 17：00

場　　所　ひこね市文化プラザ　メッセホール棟

参加団体　彦根山草会、小品盆栽水月会、押花
ばな

の会、一

期一会の会、深
み

雪
ゆき

アートフラワー、彦根きりえ研究会、

みずえの会、淡海歌人クラブ、彦根文芸協会、ひこね

演劇鑑賞会、悠
ゆう

弘
こう

流
りゅう

押し絵、彦根洋画協会、彦根美術

工芸協会、彦根書友会、東海総合美術家連盟、彦根写

真連盟

　彦根茶道協会呈茶席（6月14日㈯・15日㈰10：00 〜 16：

00、有料）

【舞台部門】
日　　時　6月15日㈰　13：00 〜 16：30

場　　所　ひこね市文化プラザ　エコーホール

参加団体　アイネ・クライネ・ローテ・ボーネ、彦根児童

合唱団、筑前琵
び

琶
わ

彦根旭
きょく

城
じょう

会、彦根日本舞踊グループ、

彦根三曲協会宮城会藤野社、正派若柳流湖粋会、アロ

ハ・フラ・ホワ・ヒコネ、都流　彦根九重会、詩吟朗詠

錦城会彦根ブロック、詩舞道錦城流

問い合わせ先　 教育委員会生涯学習課☎24-7971、

FAX23-9190

わ
き
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※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

６月後半

16日㈪

17日㈫

18日㈬

19日㈭

20日㈮

23日㈪

24日㈫

25日㈬

26日㈭

27日㈮

30日㈪

日夏、亀山地区、稲枝（西）、肥田（西肥田を除く）、上稲葉、下稲葉、

本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）、田附、新海、南三ツ谷、

甲崎、野良田

鳥居本地区、日夏、亀山地区、稲枝（東）、稲部（稲部、稲部東）、

柳川、上西川、下西川、上石寺、下石寺、稲里、肥田（西肥田）

鳥居本地区、岡、西沼波（東部を除く）、東沼波、大堀、大橋、元岡、

沼波、日夏、亀山地区、肥田（西肥田）、金沢（林、中下、長江）

鳥居本地区、東沼波、大堀、錦（第２・３部）、河原一丁目、河

原二丁目、河原三丁目、日夏、亀山地区、稲部（稲部南）、金沢

（林、中下、長江）

鳥居本地区、河瀬地区、金田、上岡部、下岡部、彦富、稲部（稲部南）

鳥居本地区、古沢、松原（四ッ川を除く）、高宮地区、河瀬地区、

彦富

河瀬地区、高宮地区、亀山地区、彦富（笹田団地）

河瀬地区、高宮地区、亀山地区

河瀬地区、高宮地区

河瀬地区、高宮地区

河瀬地区、高宮地区

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【６月後半】

１９日㈭

２０日㈮

２４日㈫

２５日㈬

２６日㈭

２７日㈮

平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 東 門

稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 　 枝 　 駅 　 前

千 鳥 ヶ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前

大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社

新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館

普 光 寺 町（ 東 ノ 辻 広 場 ）
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港　 屋　 駐　 車　 場　 東

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：１５
１４：００
１４：５０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０ 

１７日㈫
清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１８日㈬
開 出 今 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
開出今第２団地（市立病院前）

１３：２０
１４：１０
１５：００

図書館休館日

６月後半

23日㈪、26日㈭、30日㈪

補助対象者　彦根市国民健康保険の被保険者

（ドック検診時に国保の資格のある人）で、原則と

して、国民健康保険料を納付している人

※後期高齢者医療保険（長寿医療）の対象者

は利用できません。

補助対象となる医療機関と検診の種類

　右の表のとおり　※検査の内容など、詳しく

　は各病院にお問い合わせください。

補助額　検診費用の３分の２を補助します。（た

だし、30,000 円を限度とします。）

申込方法　被保険者証を持って、 保険年金課

（市役所１階④番窓口）、支所・各出張所へ申し込

んでください。（電話での申込はできません）

　　申込期間　6 月２日㈪〜 7 月 11 日㈮

　　 （土・日曜日は除く、8：30 〜 17：15）

　受診期間　7 月〜平成 21 年２月

　問い合わせ先

　 保険年金課☎ 30-6112、FAX22-1398

意外と身近にある危険物
　消防法上の「危険物」とは、取り扱いを間違えると、火

災を起こす物質のことをいいます。実は、私たちの身の回

りに、ガソリンや灯油などの燃料以外にも危険物を利用し

た製品がたくさんあります。

　例えば、マニキュアや除光液、接着剤、塗料などがそれ

にあたります。こうした「危険物」を利用した製品の取り

扱いにはじゅうぶんに注意しましょう。

危険物取扱者試験・危険物取扱者保安講習
　危険物を指定量以上貯蔵し、取り扱う施設には、国家資

格を持つ危険物取扱者が必要です。また、危険物取扱者は、

定期的に保安講習を受講しなければなりません。

　 消防本部・各消防署では、危険物取扱者の資格を得る

ための試験と保安講習の案内と願書を配布しています。

セルフスタンドの安全対策
　全国的に普及しているセルフスタンドは、顧客自らが給

油することから、機器の取扱いが不慣れであったり、危険

物を取り扱うという認識が薄かったりするため、ガソリン

や軽油、灯油などの吹きこぼれや、静電気による火災が多

数発生しています。セルフスタンドを

利用する人は、次のことを守って、一

層の安全確保に努めてください。

①給油中はエンジンを停止する

②静電気除去シートに触れてから給油する

③給油ノズルを止まるまで確実に差し込む

④給油ノズルのレバーを止まるまで確実に引く

⑤自動的に給油が止まったら、それ以上の給油はしない

⑥給油後は、給油ノズルを、確実にもとの場所へ戻す

⑦給油キャップを閉め忘れない
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三み

橋は
し

奈な

美み

ち
ゃ
ん

（
後
三
条
町
）

岡お
か

本も
と

壮そ
う

平へ
い

ち
ゃ
ん

（
佐
和
町
）

久く

保ぼ

川か
わ

優
こ
こ
ろ

ち
ゃ
ん

（
川
瀬
馬
場
町
）

市営住宅 入居者募集

募集住宅　中藪団地（中藪町）　　１戸

　　　　　和田西団地（和田町）　１戸

　　　　　和田東団地（和田町）　１戸

　　　　　大東団地（大東町）　　１戸

受付期間　6月16日㈪〜同24日㈫（土・日曜日

は除く）の 8：30 〜 17：15

入居決定の時期　７月下旬ごろ

入居できる時期　８月上旬以降

申込方法　本人または同居（同居予定を含む）

の家族の人が、 住宅管理室（市役所１階）へ

申込書を提出してください。なお、申込の条

件がありますので、詳しいことはお問い合わ

せください。（申込書などの書類の交付は、6

月2日㈪から同室で行います。）

問い合わせ先　同室☎ 30-6123、FAX22-1398

  ６月１日から　  道路交通法の一部改正
　６月１日から道路交通法が一部改正されました。ここで主

な改正の内容を紹介します。改正の詳しい内容については、

彦根警察署交通課までお問い合わせください。

① 13歳未満の児童や幼児を自転車に乗車させるときの
　ヘルメット着用が保護者の努力義務になりました

　ヘルメットの着用は、子ども

を大人が運転する自転車の補助

いすに乗せるときだけでなく、

子どもが自転車を運転する場合

も含まれます。

②自動車の後部座席でのシートベルト着用が
　義務化されました

　運転者は、自動車を運転する

ときは、同乗者全員にシートベ

ルトを装着させなければなりま

せん。

問い合わせ先　彦根警察署交通課☎ 27-0110、FAX27-0130
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人口と世帯数
　　　　　　平成 20 年５月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

１１１,３３７人　（＋　４０）
５４,７９８人　（＋　３２）
５６,５３９人　（＋　　８）

４２,３６６世帯（＋１３８）

危険なレーザー光線を
発するエアガンの特徴

・箱や本体に、「MADE IN CHINA」

との記載がありますが、輸入業者

名などの記載はありません。

・箱の表示内容は、「CE」、「P.718F」、

　「AIR SPORT GUN」、「INFRARED 

COLLIMATOR」、「YUE GUAN」、

となっています。

・ 本 体 の 表 示 は、「P.BERETTA」、

「P.718」となっています。

　

昨
年
、
市
内
で
行
わ
れ
た
催
し
に

出
店
し
て
い
た
屋
台
で
、
く
じ
引
き

の
ハ
ズ
レ
景
品
と
し
て
、「
危
険
な

レ
ー
ザ
ー
照
準
器
付
エ
ア
ガ
ン
（
Ｐ

Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
な
し
）」
が
、
子
ど
も

た
ち
に
手
渡
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

彦
根
市
で
は
、
す
で
に
市
内
の
す

べ
て
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
と
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
、「
危
険
な
レ
ー
ザ
ー
光
線

を
発
す
る
エ
ア
ガ
ン
」
と
い
う
チ
ラ

シ
を
配
り
、
子
ど
も
の
い
る
家
庭
に

注
意
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
エ
ア
ガ
ン
は
数
種
類

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
エ

ア
ガ
ン
の
照
準
器
か
ら
出
る
レ
ー

ザ
ー
光
線
は
、
目
を
傷
つ
け
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
エ
ア
ガ

ン
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
決
し
て
使

用
せ
ず
、
処
分
す
る
か
、

生
活
環

境
課
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
ー
や
、
お
も

ち
ゃ
の
銃
な
ど
に
組
み
込
ま
れ
て
販

売
さ
れ
て
い
る
、
携
帯
用
レ
ー
ザ
ー

応
用
装
置
の
レ
ー
ザ
ー
光
は
、
そ
の

波
長
や
強
さ
に
よ
っ
て
目
を
傷
つ
け

た
り
、
視
力
が
低
下
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
法
律
（
消

費
生
活
用
製
品
安
全
法
）
に
よ
っ
て
、

安
全
上
の
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
基
準
を
満
た
し
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
製
品
に
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｃ

マ
ー
ク
が
表

示
さ
れ
て
い

ま
す
。
レ
ー

ザ
ー
装
置
付

製
品
を
購
入

し
た
り
、
使

用
し
た
り
す
る
場
合
に
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｃ

マ
ー
ク
の
表
示
が
あ
る
か
、
必
ず
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課
☎

30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番
、
県
立
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
☎
23-

０
９
９
９
番

▲PSCマーク

▲危険なレーザー照準器付エアガン（写

真は 生活環境課に持ち込まれたもの）

表
紙
の
写
真

　

稲
枝
北
小
学
校
で
は
、
地
域
の
歴

史
・
文
化
・
産
業
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し

た
「
稲
村
か
る
た
」
に
ゆ
か
り
あ
る

場
所
を
訪
れ
、
地
域
の
こ
と
を
学
ぶ
、

「
稲
村
か
る
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
」
が
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
全
校
生
徒
が
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
学
区
内
を
歩
い
て

ま
わ
り
、
か
る
た
に
ゆ
か
り
の
あ
る

場
所
で
、
そ
の
場
所
に
つ
い
て
説
明

を
聞
き
ま
す
。

　

写
真
は
、
７
世
紀
後
半
ご
ろ
に
、

大
規
模
な
寺
院
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る

屋や

中ち
ゅ
う

寺じ

跡
に
つ
い
て
、
地
域
の
人
か

ら
説
明
を
聞
く
、
同
小
学
校
の
児
童
。


